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■テーマ「町」って何？
（たつッツー低学年クラス）2005年 5月 16日～

■たつッツの NEW テーマがはじまりました。自分の町を探究するためのステッ

プとして蚕糸の森のマップづくりからはじめました。■地図の見方、書き方の練

習をかねて、蚕糸の森へ実際に足を運びます。下書きの紙に細かい位置情報を書

き込みますが、本番の紙に書き写す過程の中で間違いを発見し、何度も公園まで

確認しに向かっていました。■看板に着目しながら本物の町を歩きます。蚕糸の

森の周辺には意外と看板が多いです。■絵を描く人、文字を書く人、地図に印を

つける人に分かれて、消防署や警察署、そして杉並区（区役所）が立てている防

災や交通に関する看板をチェックしました。■それぞれの子どもが、紙の上に自

分の町を作ります。どんなお店や建物があると便利かな？やっぱりゴミの集積所

は家の近くにあった方がいいよね。おにぎり屋も近くにあったら便利だね。スー

パーが近くにあったらおにぎり屋はいらないよ！消防署があった方がいいよね。

家に消化器があったら消防署はいらないよ！　ええ？！■道路や駅、信号機に横

断歩道、コンビニやスーパー、そして自分の家やスクールなど、毎日使っている

ような、身近な施設から描き入れて、大きな町になりました。自分の名前に区を

つけて「○○区」と命名。今後のテーマ学習でも使えそうです。

■テーマ「国」って何？
（バンー中高学年クラス）2005年 5月 16日～
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■どうやって、長野まで行ったのか？甲府盆地、長野とレタスや、今まで行った

ところから、「日本」についてつなげます。■日本をいくつかの地方に分けて、各

自担当の地方について調べることに。「名産品」「県庁所在地」「動物園」・・早く

調べたくて仕方がない子どもたち。「ああ、早く調べたい！」■北海道、東北、関

東、中部、近畿、中国、四国、九州という８つの地域別を一人あたり 1～2 地域を

担当します。勢い止まらず、お弁当を食べながら、インターネットで調べる子ま

で。誰も止められません・・。■みごと日本を調べ上げた子どもたち。次は世界

です。世界を６つの地域に分けて、担当地域を決めました。■世界について知る

ために、何を調べたらいいだろう？世界遺産！時差！名産物！名産物は「料理」

と「原料」に分けられ、どんどんどんどん次へのステップとなる項目が挙がりま

した。■ニュージーランドを調べている子は、ワニの絵と国旗の絵に、花とお菓

子の絵と写真が加わり、発表紙もにぎやかになってきました。「凍らして食べるク

ッキー」など調べた情報をさらに書き込んでいくことを決めていました。テーマ

「国」はこのあとプロジェクト＠ホームへとつづいていきます。

■第１回 長野農業体験合宿
2005年 5月 10～11日

■雄大な山とのんびりとした畑、田んぼ、川原をバックにした子どもたちは、本

当に生き生きとしていました。バックにある風景が違うだけでこんなにも表情が

違うのか？それとも、違って「見える」のか？■牛乳で乾杯をし、そして早速「竹

風庵」へ。アスパラガスを収穫する子どもたちは、楽しそう。これ以上ないほど

いっぱいのアスパラが集まり、そしていよいよ米炊きです。■「さあ、やってご

らん」という古籏さん。マッチに火がつかない！火がついても、すぐ消えてしま

う！試行錯誤の末、やっと釜に火がつきました。火吹き竹で空気を送る彼ら。し

かし、弱い。「腹から空気を送るんだ」というアドバイスを受け、顔を真っ赤にし、

空気を送る子どもたち。パチパチと燃え始め、「おお！！！」という歓声。煙を吸

って「ああ、くらくらする～。一酸化中毒だ～。」


